
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

社会教育情報紙コラボ 令和３年度第２号 １１月１０日発行 調布市教育委員会 

令和３年度  

 

「わたしが考える未来の調布」 

   
 

コラボは、青少年教育に関するイベント情報や家庭教育のヒントを掲載しています！ 

平成１２年度から「調布っ子夢会議」という名称で始まり、平成２８年度から名称を新たに 

「調布っ子“夢”発表会」として、今年で 21 回目の開催となります。「調布っ子“夢”発表会」は、

子どもたちに自由で夢のある意見発表の機会を提供するとともに、活動を通して、まちづくりへの参

加意識を高めることを目的に開催しています。 

調布っ子“夢”発表会 

市内に在学中の小学５年生１２人が、 

自由で夢のある意見を発表します。 
 

日 時：令和３年 11 月 28 日（日） 

午後 2 時～３時 30 分 

場 所：調布市文化会館たづくり１２階大会議場 

※新型ウイルス感染拡大防止のため、 

当日の来場者を制限して実施します。 

発表者：多摩川小学校・杉森小学校・柏野小学校・ 

国領小学校・布田小学校・桐朋小学校 

計６校から各２人（小学５年生） 

 

を開催します 

 

○令和元年度の様子○ 

発表会の様子は，調布 FM 

「ラジオレター調布の教育」で放送する予定です。 

（令和４年２月９日，１６日，２３日，３月２日， 

いずれの日も，午後６時１０分から２０分まで） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型ウイルス感染拡大防止及び学校教育活動への感染リスクを避けるため 

参加対象を「開催校の保護者のみ」としています。ご了承ください。 

 

現在、５校の PTA で担当者が企画中です。 

※テーマ・内容は令和３年１０月時点のものです。 

★生きるって，なに？～自分らしく生きて，自分を好きになろう！ 

★地球上のどこにいても何度でも成功して幸せになる人材育成 

★子どもの自己肯定感をそだてる・コーチング 

★パパママのための子育てコーチングセミナー など 

     

開催した内容は，本紙「コラボ」次号以降でご紹介します。 

 

毎年７月に調布市公立学校ＰＴＡ連合会が開催している「中学生のための進学フェア」は， 

京王線沿線を中心とした都立高等学校約３０校が参加し，ブース形式による個別・グループ相談， 

プレゼンテーション形式による集団説明会を実施してきました。 

昨年度，そして今年度は，会場での開催が出来なかったため，「進学フェア on Paper」として， 

ホームページで進学情報を公開しています。 

都立高等学校各校の特色や調布市からのアクセスなど，ＰＴＡ連合会進学フェア実行委員会が 

独自に集めた，受験生はもちろん，中学１，２年生や保護者の皆様にも役立つ情報が満載です。 

  次のＵＲＬ・ＱＲコードから，ぜひご覧ください。 

 

   未来をつかもう！進学フェア 2021 on paper 

（調布市立第七中学校ホームページ内） 

    https://www.chofu-schools.jp/chofu7/tokushoku/documents/Prensingakufea2021web.pdf 

 問い合わせ：調布市公立学校 PTA 連合会  担当・川端 choufu7pta@yahoo.co.jp 

★進学フェア２０２１ on Paper のご紹介 

★家庭教育セミナーとは 核家族化・少子化傾向の中、親や子どもに関わる大人が、家庭や地域の 

課題・悩みを解決し、教育力を高めることを目的として実施する事業です。 

★企画・運営は 市内各公立小・中学校のＰＴＡが、テーマ設定や運営を行っています。  

★会場は 市内の各公立小・中学校です。 

★費用は かかりません。無料で参加できます。 

★対象は 開催校の保護者、近隣住民の方、セミナーに興味のある方、どなたでも参加できます。 

 

※令和２年度は新型ウイルス感染拡大防止のため、中止としました。 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
思
春
期
・
反
抗
期
の
子
ど

も
と
向
き
合
う
の
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
大
変
な

の
か
と
い
う
お
話
を
二
つ
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、

こ
の
時
期
の
子
ど
も
へ
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

１
．
思
春
期
の
子
ど
も
の
イ
ラ
イ
ラ
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
た
め
に 

  

思
春
期
の
子
ど
も
が
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
怒

っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
と
不
機
嫌
な
態
度
を
み
せ
た

り
す
る
の
に
は
生
理
学
的
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
正
体
は
、
思
春
期
の
子
ど
も
の
脳
の
発
達
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
で
す
。
思
春
期
の
子
ど
も
は
、

欲
求
や
感
情
に
関
す
る
脳
の
領
域
の
発
達
が
急
速

に
進
む
一
方
で
、
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え
る
脳
の

領
域
が
完
成
す
る
の
は
も
う
少
し
後
に
な
る
の
で

す
。
そ
こ
に
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
も
加
わ
り
、
ま

る
で
エ
ン
ジ
ン
だ
け
高
性
能
で
、
ブ
レ
ー
キ
が
か

か
り
に
く
い
車
の
よ
う
に
、
思
春
期
の
気
持
ち
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
自
分
自
身

を
持
て
余
し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

子
ど
も
が
自
分
の
気
持
ち
を
上
手
く
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
ず
に
怒
っ
て
い
る
時
に
、
保
護
者
の
方 

コ ラ ム 
 

反
抗
期
・
思
春
期
の
子
ど
も
へ
の
向
き
合
い
か
た 

 

白
百
合
女
子
大
学 

人
間
総
合
学
部 

発
達
心
理
学
科 

特
任
講
師 

 
 

まつだ なつみ 

 

児童青年精神科で発達

障害の臨床と研究に携

わってきました。現在

は、認知行動療法の研究

に携わっています（臨床

心理士・公認心理師・保

育士・博士（教育学））。 

え
ら
れ
て
い
る
環
境
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
家
庭
内
で
子
ど
も
が
自
由

気
ま
ま
に
、
好
き
放
題
に
過
ご
し
て
よ
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
各
家
族
の
ル
ー
ル
を
守
ら

せ
る
こ
と
や
、
家
事
等
の
家
族
内
で
の
役
割
を
担
っ

て
も
ら
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。 

 

思
春
期
・
反
抗
期
の
子
ど
も
に
は
個
人
差
が
大
き

く
、
反
抗
期
ら
し
い
反
抗
期
が
な
く
、
こ
こ
に
書
い

て
あ
る
こ
と
が
あ
ま
り
ぴ
ん
と
こ
な
い
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
暴
力
や
器

物
破
損
等
、
家
族
の
疲
弊
が
著
し
く
激
し
い
反
抗
期

の
場
合
に
は
、
ご
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
第
三

者
や
専
門
家
等
へ
の
相
談
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

 

が
子
ど
も
の
発
言
に
反
応
し
て
、
感
情
的
に
言
い

返
す
と
子
ど
も
も
さ
ら
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
悪
循
環

が
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
こ
の
時
期

に
は
、
保
護
者
の
方
が
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ

う
に
、
意
識
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
、
自

分
を
大
切
に
す
る
時
間
を
作
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
子
ど
も
に
感
情
的
に
言
い
返
し
た
く
な
っ
た

時
に
、
リ
ビ
ン
グ
の
時
計
等
の
特
定
の
場
所
を
見

つ
め
な
が
ら
10
秒
数
え
て
か
ら
答
え
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。 

 

２
．
子
ど
も
が
安
心
し
て
外
の
世
界
で
活
躍
す
る
た

め
の
安
全
基
地
と
し
て
の
役
割
を 

  

保
護
者
と
親
密
な
関
係
を
築
い
て
い
た
幼
児
期

と
比
べ
、
学
童
期
か
ら
は
友
人
を
中
心
と
し
た
外

の
世
界
が
大
事
に
な
り
始
め
、
思
春
期
に
は
友
人

や
外
の
世
界
の
重
要
性
が
よ
り
高
ま
り
ま
す
。
一

方
で
、
思
春
期
の
子
ど
も
は
、
完
全
に
外
の
世
界

で
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ず
、
基
本
的
な
衣
食

住
等
の
世
話
に
加
え
、
精
神
的
に
も
保
護
者
の
支

え
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。 

 

思
春
期
の
家
族
に
求
め
ら
れ
る
の
は
柔
軟
な
家

族
境
界
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
幼
少
期
の
家
族
の 

よ
う
に
、
子
ど
も
と
保
護
者
が
親
密
に
強
く
結
び

つ
い
て
強
固
な
家
族
境
界
を
持
っ
て
い
る
時
、
子

ど
も
は
自
立
を
す
る
た
め
に
保
護
者
に
強
く
反
抗

し
て
、
家
族
境
界
を
破
っ
て
外
に
出
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
一
方
で
、
保
護
者
が

子
ど
も
に
無
関
心
で
、
子
ど
も
が
外
に
出
て
い
く

と
家
族
内
の
居
場
所
が
な
く
な
り
そ
う
な
場
合

は
、
子
ど
も
は
安
心
し
て
外
に
出
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
自
由
に
家
族
の

外
に
出
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
家
族
の

も
と
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
、
そ
ん
な
安
全
基
地
と

し
て
の
役
割
が
家
族
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。 

 

「
自
分
の
都
合
の
良
い
と
き
だ
け
私
に
頼
っ
て
、

出
て
い
き
た
い
と
き
に
自
由
に
出
て
い
く
な
ん

て
」「
私
も
子
ど
も
に
頼
り
た
い
の
に
」
と
い
う
気

持
ち
が
出
て
く
る
保
護
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
来
、
互
い
に
支

え
あ
い
、
頼
り
あ
い
、
家
庭
を
共
に
守
る
の
は
親

子
で
は
な
く
、
夫
婦
（
も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
る

支
え
合
え
る
相
手
）
の
役
割
で
す
。
保
護
者
の
方

が
思
春
期
の
子
ど
も
の
安
全
基
地
の
役
割
を
担
う

た
め
に
も
、
保
護
者
の
方
が
安
心
し
て
日
々
を
過

ご
せ
る
よ
う
な
、
保
護
者
の
方
が
し
っ
か
り
と
支 

松
田 

な
つ
み 



 

 

 

コラボ第２号はいかがでしたか。 

ご意見・ご要望などお寄せください。お待ちしております。 

※令和３年度第１号は、新型ウイルス感染拡大防止に 

よる事業縮小等のため、休刊といたしました。 

● 発行／調布市教育委員会教育部社会教育課 

〒182-0026  調布市小島町 2-36-1 

TEL 042-481-7488  FAX 042-481-7739 

Ｅ-ｍａｉｌ：syakaiky@w2.city.chofu.tokyo.jp 

 

２０２１－１４９ 

 

刊行物番号 

 

《所在地》調布市飛田給１－５２－１ 

《TEL・FAX》０４２－４８１－１１１５ 

調布市青少年交流館は、学校や学年が違う 

子ども同士が交流できる居場所です。 

小学生・中学生・高校生は無料で利用できます。 

 専門員が、利用する青少年のサポートを行って

いるほか、様々なイベントを開催しています。 

 開館時間や「来館時のご注意」を市ホームペー

ジでご確認のうえ、遊びに来てください。 

【こんなイベントを開催しました】 
★紙ナプキンでお花のリースを作ろう ★ダーツ大会 
★レザー（革）のはぎれでキーホルダーやネームタグ 

を作ろう！ ★パターゴルフでカップイン！ 

令和３年新成人を祝う演奏会（動画配信）を実施 

令和３年調布市成人式は開催を中止しましたが、市と教育

委員会は、成人式に代わるお祝いの場を設けたいとの思いか

ら、令和３年７月２２日（祝）に「令和３年新成人を祝う演

奏会」を無観客で実施し、市ホームページ動画ライブラリー

にて配信しました。 

【内容】 

調布市長，調布市議会議長からのお祝いメッセージ 

演奏：桐朋学園大学 

【動画配信期間】 

令和３年８月１日から 8 月３１日まで 

遊 ing（ゆーいんぐ）活動のご紹介 

遊ing（ゆーいんぐ）は、市内小・中学校の特別支援

学級に在籍する知的障害のある方を対象に、スポーツ

や工作、映画鑑賞など、楽しく遊びながら社会体験を

することを目的とした活動です。 

 

杉の木青年教室 活動のご紹介 

《問い合わせ先》社会教育課 

電話０４２－４８１－7488 

２か月に１回程度、土曜日または日曜日に、市内の

公共施設を中心に活動しています。 

【今後予定している活動内容】ダンス、映画鑑賞 

※毎年２月頃に、次年度の参加者を募集します。 

杉の木青年教室は、市内在住で中学校特別支援学級

を卒業された知的障害のある方を対象に、毎月1回程

度、スポーツや工作教室などの活動を通じて、様々な

社会体験や集団行動に参加する機会を提供する事業

です。 

ボランティアの方と一緒に、楽しみながら活動して

います。 

【今後予定している活動内容】映画観賞 

※毎年２月頃に、次年度の参加者を募集します。 

《問い合わせ先》社会教育課 

電話０４２－４８１－7488 

工作教室▶ 

◀映画鑑賞 


